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１ 【半期報告書の訂正報告書の提出理由】 

平成19年12月14日付にて提出いたしました第26期中(自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日)の半期報告書

の記載事項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため半期報告書の訂正報告書を提出するもの

であります。 

  

  

２ 【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第５ 経理の状況 

 １ 中間財務諸表等 

(1)中間財務諸表 

 注記事項 

  (中間損益計算書関係) 

※３．減損損失 

  

  

３ 【訂正箇所】 

訂正箇所は   を付して表示しております。 

  



第一部 【企業情報】 

第５ 【経理の状況】 
１【中間財務諸表等】 

(1) 【中間財務諸表】 

注記事項 

(中間損益計算書関係) 

  

(訂正前) 

  

  

  

前中間会計期間 
(自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日) 

当中間会計期間
(自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日) 

前事業年度 
(自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日) 

※３．減損損失 ※３．減損損失 ※３．減損損失 

 

──── 

   当中間会計期間において、当社 

  は以下の資産グループについて減 

  損損失を計上いたしました。 

   当事業年度において、当社は以 

  下の資産グループについて減損損 

  失を計上いたしました。 

  場所 用途 種類
減損損失 

(千円) 

村さ来 

見川店 

(茨城県水戸市) 
店舗

建物 2,331 

工具器具及び

備品 
134 

その他 47 

村さ来 

高崎店 

(群馬県高崎市) 
店舗

建物 11,992 

工具器具及び

備品 
380 

その他 47 

合計 14,932 

場所 用途 種類 
減損損失 

(千円) 

村サ来 

牛久神谷横丁 

(茨城県牛久市) 
店舗 

建物 15,011 

工具器具及び

備品 
227 

その他 47 

村さ来 

並木店 

(茨城県土浦市) 
店舗 

建物 4,366 

工具器具及び

備品 
171 

その他 47 

合計 19,872 

  

   当社は、キャッシュ・フローを 

  生み出す最小単位として店舗を基 

  本単位とした資産のグルーピング 

 を行っております。 

  営業活動から生ずる損益が継続 

 してマイナスである資産グループ 

 の当該減少額を減損損失(14,932 

 千円)として特別損失に計上しま 

 した。 

   なお、当資産グループの回収可 

  能価額は使用価値により測定して 

  おり、将来キャッシュ・フローに 

 基づく使用価値がマイナスである 

 ため、回収可能価額を零として評 

 価しております。 

   当社は、キャッシュ・フローを 

  生み出す最小単位として店舗を基 

  本単位とした資産のグルーピング 

 を行っております。 

  営業活動から生ずる損益が継続 

 してマイナスである資産グループ 

 の当該減少額を減損損失(14,932 

 千円)として特別損失に計上しま 

 した。 

   なお、当資産グループの回収可 

  能価額は使用価値により測定して 

  おり、将来キャッシュ・フローに 

 基づく使用価値がマイナスである 

 ため、回収可能価額を零として評 

 価しております。 

      



(訂正後) 

  

  

前中間会計期間 
(自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日) 

当中間会計期間
(自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日) 

前事業年度 
(自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日) 

※３．減損損失 ※３．減損損失 ※３．減損損失 

 

──── 

   当中間会計期間において、当社 

  は以下の資産グループについて減 

  損損失を計上いたしました。 

   当事業年度において、当社は以 

  下の資産グループについて減損損 

  失を計上いたしました。 

  場所 用途 種類
減損損失 

(千円) 

村さ来 

見川店 

(茨城県水戸市) 
店舗

建物 2,331 

工具器具及び

備品 
134 

その他 47 

村さ来 

高崎店 

(群馬県高崎市) 
店舗

建物 11,992 

工具器具及び

備品 
380 

その他 47 

合計 14,932 

場所 用途 種類 
減損損失 

(千円) 

村サ来 

牛久神谷横丁 

(茨城県牛久市) 
店舗 

建物 15,011 

工具器具及び

備品 
227 

その他 47 

村さ来 

並木店 

(茨城県土浦市) 
店舗 

建物 4,366 

工具器具及び

備品 
171 

その他 47 

合計 19,872 

  

   当社は、キャッシュ・フローを 

  生み出す最小単位として店舗を基 

  本単位とした資産のグルーピング 

 を行っております。 

  営業活動から生ずる損益が継続 

 してマイナスである資産グループ 

 の当該減少額を減損損失(14,932 

 千円)として特別損失に計上しま 

 した。 

   なお、当資産グループの回収可 

  能価額は使用価値により測定して 

  おり、将来キャッシュ・フローに 

 基づく使用価値がマイナスである 

 ため、回収可能価額を零として評 

 価しております。 

   当社は、キャッシュ・フローを 

  生み出す最小単位として店舗を基 

  本単位とした資産のグルーピング 

 を行っております。 

  営業活動から生ずる損益が継続 

 してマイナスである資産グループ 

 の当該減少額を減損損失(19,872 

 千円)として特別損失に計上しま 

 した。 

   なお、当資産グループの回収可 

  能価額は使用価値により測定して 

  おり、将来キャッシュ・フローに 

 基づく使用価値がマイナスである 

 ため、回収可能価額を零として評 

 価しております。 
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